
年

月

日

主
な
県
の
対
応
等

H23

3

27

・
ゆ
り
あ
げ
港
朝
市
が
会
場
を
変
え
て
再
開（
名
取
市
）

4

11
！

知
事
が
経
済
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
旨
を
発
信

10
！

瑞ず
い

巌が
ん

寺じ

や
円
通
院
の
拝
観
が
再
開
さ
れ
る（
松
島
町
）

13

・
塩し

お
が
ま竈
市
の
浦
戸
諸
島
へ
の
定
期
便（
市
営
汽
船
）が
運
航
を
再
開

・
仮
復
旧
し
た
仙
台
空
港
へ
の
国
内
線
の
運
航
が一
部
再
開

26

・
観
光
復
興
情
報
紙「
む
す
び
丸
だ
よ
り
」発
行（
～
平
成
24
年
３
月
28
日
）

29

・
松
島
の
観
光
船
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
運
航
再
開

！

東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
、ベ
ガ
ル
タ
仙
台
が
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
開
催

・
知
事
が
震
災
復
興
キ
ッ
ク
オ
フ
を
宣
言

5

9
！

仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
発
表（
平
成
25
年
４
月
～
６
月
）

29
！

南
三
陸
町
で
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
ス
タ
ー
ト

7

1
！

仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施（
～
平
成
24
年
３
月
）

16
！

東
北
６
県
の
夏
祭
り
を
一
堂
に
集
め
た「
東
北
六
魂
祭
」開
催（
仙
台
市
）（
～
17
日
）

8

2

・
古
川
ま
つ
り
が
復
興
を
テ
ー
マ
に
開
催（
大
崎
市
）（
～
４
日
）

6

・
仙
台
七
夕
ま
つ
り
開
催（
仙
台
市
）（
～
８
日
）

9

13
！

帝
京
大
学
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
入
れ

25

・
仙
台
空
港
ビ
ル
の
完
全
復
旧
と
国
際
定
期
便
の
再
開

28

・「
観
光
施
設
再
生
支
援
事
業
補
助
金
」募
集
開
始（
～
10
月
12
日
）

10

1
！「
み
や
ぎ
観
光
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
設

11

15
！

仙
台
・
宮
城「
食
と
観
光
」首
都
圏
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施

H24

1

5
！

福
岡
県
の
高
校
２
年
生
が
東
北
研
修
旅
行
を
実
施（
～
８
日
）

3

1
！

沿
岸
部
語
り
部
ガ
イ
ド
等
育
成
研
修
会
の
開
催（
南
三
陸
町
・
気
仙
沼
市
）（
～
２
日
）

4

1
！

仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施（
～
平
成
24
年
６
月
30
日
）

H25

4

1
！

仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
幕（
～
平
成
25
年
６
月
30
日
）

7

16

・「
仙
台
空
港
６
０
０
万
人
・５
万
ト
ン
実
現
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
」の
初
会
合

8

12

・「
み
や
ぎ
教
育
旅
行
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
」開
設

H26

3

・「
第
３
期
み
や
ぎ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
」策
定

4

1

・
仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
４
開
幕（
～
６
月
30
日
）

26

・
羽
生
結
弦
選
手「
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
」パ
レ
ー
ド
開
催

H27

2

9

・
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
利
用
者
数
が
２
０
０
０
万
人
を
突
破

3

14

・
国
連
防
災
世
界
会
議
と
開
催
イ
ベ
ン
ト
を
仙
台
市
等
で
開
催

7

1

・
仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】夏
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
５
開
催（
～
９
月
30
日
）

12

23

・「
女
川
駅
前
商
業
エ
リ
ア
」が
開
業
し
、「
お
な
が
わ
復
興
ま
ち
び
ら
き
２
０
１
５
冬
」を
開
催（
女
川
町
）

H28

7

1

・
仙
台
空
港
民
営
化

H29

3

3

・「
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」オ
ー
プ
ン（
南
三
陸
町
）

4

23

・「
南
三
陸
ハ
マ
ー
レ
歌
津
」オ
ー
プ
ン（
南
三
陸
町
）

・「
か
も
め
通
り
商
店
街
」オ
ー
プ
ン（
気
仙
沼
市
）

6

30

・「
い
し
の
ま
き
元
気
い
ち
ば
」オ
ー
プ
ン（
石
巻
市
）

H30

10

7

・
宮
城
オ
ル
レ「
気
仙
沼
・
唐
桑
コ
ー
ス
」オ
ー
プ
ン（
８
日「
奥
松
島
コ
ー
ス
」、令
和
元
年
９
月「
大
崎
・
鳴
子
温
泉
コ
ー
ス
」、　　

令
和
２
年
３
月「
登
米
コ
ー
ス
」オ
ー
プ
ン
）

R2

3

18

・
体
験
型
観
光
農
園「
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
仙
台
あ
ら
は
ま
」開
業（
仙
台
市
）

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

70,000
（千人）

60,000

50,000

40,000

30,000

61,203 61,286

43,158

52,082

55,691
57,424

60,656 60,838 62,296
64,224

67,961

39,448

2 1

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
沿
岸
部
を
中
心

に
県
内
の
観
光
施
設
、
観
光
資
源
、
観
光
ル

ー
ト
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
発

災
直
後
か
ら
、
県
内
へ
の
旅
行
、
宿
泊
予
約

の
大
半
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
。
旅
行
を

は
じ
め
と
す
る
娯
楽
・
レ
ジ
ャ
ー
に
対
す
る

自
粛
ム
ー
ド
が
日
本
全
体
を
覆
う
中
、
発
災

か
ら
１
か
月
後
の
４
月
11
日
、
知
事
は
「
被

災
地
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
過
度
に
自
粛

す
る
こ
と
な
く
、
経
済
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
等
を
積
極
的
に
行
い
、
日
本
全
体
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全

国
に
向
け
て
発
信
し
た
。
こ
れ
以
降
、
県
の

観
光
を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
県
内
外

に
お
い
て
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

５
月
９
日
、
宮
城
県
に
お
い
て
平
成
20
年

度
以
来
の
２
回
目
と
な
る「
仙
台
・
宮
城
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
以
下「
Ｄ

Ｃ
」）」の
開
催（
平
成
25
年
４
月
~
６
月
）が
発

表
さ
れ
、
県
は
Ｄ
Ｃ
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て「
仙
台
・
宮
城︻
伊だ

て達
な
旅
︼復
興
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
７
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で
実

施
。
さ
ら
に
、
11
月
に
は
、
県
の
農
林
水
産

業
関
係
者
、
観
光
関
係
者
、
首
長
ら
６
４
５

人
が
一
堂
に
会
し
、
仙
台
・
宮
城「
食
と
観
光
」

首
都
圏
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
、
仙
台
・
宮

城
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
25

年
に
開
催
さ
れ
た
Ｄ
Ｃ
で
は
、
震
災
直
後
か

ら
準
備
し
て
き
た
各
地
域
の
取
組
が
高
く
評

価
さ
れ
、
本
県
の
復
興
を
全
国
に
発
信
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

被
災
者
が
体
験
を
語
り
聞
か
せ
る
、「
語
り

部べ

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
は
、
平
成
23
年
５
月
に

南
三
陸
町
で
最
初
に
実
施
さ
れ
た
。
語
り
部

の
取
組
が
、
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
正
し
く

伝
え
る
上
で
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
は

平
成
24
年
３
月
に「
語
り
部
ガ
イ
ド
等
育
成

研
修
会
」を
実
施
し
た
。
こ
の
研
修
会
を
き
っ

か
け
に
亘わ

た

理り

町ち
ょ
うで
語
り
部
の
活
動
が
始
ま
る

等
、
各
地
に
伝
承
活
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

年次別観光客入込数の推移

「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」オープニングセレモニー東北六魂祭宮城オルレ「気仙沼・唐桑コース」オープニングイベントPR活動をする むすび丸

転
機
と
な
っ
た
取
組
等

！

出典：宮城県観光統計概要　令和2年（宮城県経済商工観光部観光政策課）
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光
の
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興
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業
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生
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観
光
再
開
が
復
興
に
つ
な
が
る

発
災
直
後
～
平
成
23
年
４
月

観
光
再
開
へ
の
キ
ッ
ク
オ
フ

東
日
本
大
震
災
で
は
、沿
岸
部
を
中
心
に
観
光
施
設
、

観
光
資
源
、
観
光
ル
ー
ト
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
事

業
の
再
開
を
断
念
し
、
廃
業
す
る
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
が
相
次
い
だ
。
ま
た
発
災
直
後
か
ら
、
県
内
へ
の
旅
行
、

宿
泊
予
約
の
大
半
が
取
り
消
さ
れ
、
３
月
に
は
４
万
人

を
超
え
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
入
っ
た
。
さ
ら
に
自
粛
ム
ー

ド
や
原
発
事
故
の
風
評
等
か
ら
、
津
波
を
受
け
た
沿
岸

部
以
外
で
も
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
開
催
が
見
送
ら
れ
、

本
県
の
観
光
業
界
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

４
月
に
は
知
事
が
、「
被
災
地
が
元
気
に
な
る
た
め
に

は
日
本
経
済
全
体
の
元
気
が
必
要
で
あ
り
、
過
度
に
自

粛
す
る
こ
と
な
く
、
被
災
者
の
分
ま
で
経
済
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
等
を
積
極
的
に
行
い
、
日
本
全
体
を
盛

り
上
げ
て
ほ
し
い
」と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
し

た
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
県
内
有
数
の
観
光
地
・

松
島
で
、
町
や
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
動
き
始
め
た
。

当
時
の
県
内
の
状
況
と
し
て
は
、
沿
岸
部
だ
け
で
な

く
、
内
陸
部
で
も
観
光
客
の
落
ち
込
み
が
続
い
て
い
た
。

し
か
し
、
内
陸
部
の
自
治
体
の
長
か
ら
は
、「
沿
岸
部
の

復
興
に
全
力
を
注
い
で
ほ
し
い
」と
の
お
話
も
あ
り
、
観

光
課
は
ま
ず
沿
岸
部
の
観
光
復
興
を
優
先
し
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

 

観
光
課
職
員

「
観
光
は
し
ば
ら
く
駄
目
だ
ろ
う
な
と
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
経
済
を
回
し
て
い
く
た
め

に
は
自
粛
ば
か
り
で
は
駄
目
な
の
で
、『
自
粛
を
自

粛
し
よ
う
』と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
11

り
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し
た
。

ま
た
７
月
に
は
、
東
北
６
県
の
代
表
的
な
夏
祭
り
を

一
堂
に
集
め
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
う「
東
北
六
魂
祭
」

が
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
等
、
県
内
の
観
光
復
興
が
進

ん
で
い
っ
た
。

 

観
光
課
職
員

「
主
役
は
市
町
村
の
皆
さ
ん
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
い

う
の
が
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
真
骨
頂
で
す
か
ら
、
一

緒
に
な
っ
て
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
を
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
を
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
自
粛
ム
ー
ド
が
広
が
っ
て
い
る

中
で
、『
観
光
』と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
い
の
か
ど

う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
事
業
者
の
方
々
が
Ｄ
Ｃ
を
心

待
ち
に
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
人

た
ち
も
同
じ
で
す
」

「
東
北
六
魂
祭
で
は
、
地
下
鉄
や
仙
台
駅
な
ど
で
入

場
制
限
を
行
う
く
ら
い
、
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
々
に
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
我
々

が
感
じ
た
の
は
、
や
は
り
観
光
の
も
つ
力
は
大
き
く
、

そ
れ
が
経
済
に
ど
れ
だ
け
波
及
し
て
い
く
の
か
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
」

首
都
圏
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で 

宮
城
の
元
気
を
伝
え
た
い平

成
23
年
11
月

「
食
と
観
光
」首
都
圏
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
開
催

11
月
15
日
、
首
都
圏
か
ら
観
光
客
を
誘
致
す
る
た

め
、
県
の
農
林
水
産
業
や
観
光
の
関
係
者
、自
治
体
首

長
ら
が
、「
仙
台
・
宮
城『
食
と
観
光
』首
都
圏
大
キ
ャ
ラ

バ
ン
」と
題
し
た
大
訪
問
団
を
結
成
し
た
。
そ
の
数
は
総

勢
６
４
５
人
と
な
り
、
新
幹
線
１
編
成
を
借
り
切
っ
て

東
京
ま
で
移
動
し
た
後
、
46
の
班
に
分
か
れ
、
駅
等
で

消
費
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
ほ
か
、
都
庁
や
県
庁

で
観
光
客
誘
致
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

日
に
松
島
が
、『
前
進
松
島
』と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
観
光
再
開
を
宣
言
し
て
く
れ
て
、
我
々

も
非
常
に
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
４
月
29
日
に

は
『
観
光
キ
ッ
ク
オ
フ
デ
ー
』
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー

の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
さ
ん
、
野
球
の
楽
天
球
団
さ
ん

が
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
我
々

も
、
観
光
と
し
て
外
に
出
て
行
っ
て
い
い
の
だ
と
、

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
観
光
が
動
か
な
い
と 

い
け
な
い
の
だ
と
、
よ
う
や
く
思
い
始
め
ま
し
た
」

「
観
光
復
興
は
沿
岸
部
と
い
う
こ
と
ば
か
り
が
頭
に

あ
り
ま
し
た
が
、
途
中
か
ら
内
陸
部
に
も
観
光
客
が

き
て
い
な
い
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
蔵
王
町
長
が
『
県
は
沿
岸
部
の
観
光
復
興

を
中
心
に
や
っ
て
い
い
。
内
陸
部
は
我
々
が
な
ん
と

か
す
る
か
ら
、
県
は
沿
岸
部
を
し
っ
か
り
と
見
て
い

て
く
れ
』
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
、
松
島
が
一
番
最
初
に
声
を
上
げ
て
く

れ
た
こ
と
と
、
蔵
王
町
長
が
そ
う
言
っ
て
く
れ
た
こ

と
で
す
。
そ
の
と
き
の
恩
は
絶
対
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
沿
岸
部
か
ら
観
光
復

興
が
で
き
た
の
で
す
」

「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」開
催
の
発
表

平
成
23
年
５
月

Ｄ
Ｃ
を
復
興
の
起
爆
剤
に

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
県
・
市
町
村
・
民
間
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
行
う「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
以
下
Ｄ
Ｃ
」は
、
平
成
20
年
に

第
１
回
が
開
催
さ
れ
、
平
成
25
年
に
第
２
回
を
開
催
す

大
学
で
観
光
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
行
政
・
企
業
・
旅

行
会
社
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
各
地
で
宮
城
の
食
材
を
使

っ
た
料
理
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ

レ
ビ
へ
の
出
演
等
を
通
じ
て
、
宮
城
の
食
と
観
光
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。 

こ
の
訪
問
団
の
様
子
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
復
興
に
向
け
て
着
実
に
歩
む
姿
と
、
本
県
の
豊
か

な
食
の
恵
み
や
魅
力
的
な
観
光
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
と
も
に
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に

取
り
組
む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

 

観
光
課
職
員

「
首
都
圏
の
皆
さ
ん
方
は
観
光
を
遠
慮
さ
れ
て
い
る

方
が
多
か
っ
た
の
で
、
宮
城
は
元
気
だ
よ
と
い
う
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
よ
う
と
、『
仙
台
・
宮
城
「
食
と

観
光
」
首
都
圏
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

観
光
だ
け
で
な
く
、
農
業
、
水
産
業
、
商
業
な
ど
の

分
野
で
全
市
町
村
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、
手
分
け

し
て
各
地
を
訪
問
し
た
り
、
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て
観

光
地
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
」

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
『
来
て
・
見

て
・
感
じ
て
・
応
援
し
て
』
で
し
た
。
当
時
の
課
長

が
編
み
出
し
た
も
の
で
す
。
沿
岸
部
の
黄
土
色
一
色

の
世
界
、
被
災
地
の
匂
い
、
処
理
の
途
中
の
が
れ
き

な
ど
を
自
分
で
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
い
て
、
防
災
・

減
災
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
が

県
庁
で
も
観
光
業
界
で
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
11

月
15
日
は
み
ん
な
一
緒
に
宮
城
の
元
気
を
発
信
す
る
、

と
い
う
共
通
の
目
標
に
向
か
え
た
と
思
い
ま
す
」

ど
の
よ
う
に
感
謝
を
伝
え
る
か

平
成
24
年
度

第
２
回
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
準
備

「
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
」（
以

下「
協
議
会
」）は
、
宮
城
県
及
び
仙
台
市
を
は
じ
め
と
す

る
こ
と
が
震
災
前
か
ら
決
定
し
て
い
た
が
、
震
災
が
起

こ
っ
た
た
め
発
表
が
延
期
さ
れ
て
い
た
。
震
災
か
ら
約

２
か
月
後
の
平
成
23
年
５
月
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

２
年
後
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
観
光
課
で

は
、
１
回
目
の
Ｄ
Ｃ
で
構
築
し
た
連
携
体
制
を
活
用
し

て
、
２
回
目
の
Ｄ
Ｃ
も
全
力
で
取
り
組
も
う
と
、
改
め

て
県
内
の
観
光
資
源
の
調
査
を
行
い
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

 

観
光
課
職
員

「
連
休
明
け
に
、『
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）』
の
正
式
開
催
決
定
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
観
光
関
係
者
に
と
っ
て
、

す
ご
く
勇
気
を
も
ら
え
る
も
の
で
し
た
。
も
う
観
光

を
や
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
当
に
Ｄ
Ｃ

を
や
る
の
だ
と
。
Ｄ
Ｃ
の
決
定
を
皆
さ
ん
の
前
で
発

表
で
き
た
こ
と
が
、
観
光
振
興
と
い
う
面
で
大
き
な

プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
」

「
観
光
関
係
の
事
業
者
の
方
と
か
、
市
町
村
の
方
か

ら
は
、『
Ｄ
Ｃ
決
ま
っ
て
良
か
っ
た
よ
ね
』
と
い
う
話

が
１
０
０
人
中
１
０
０
人
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

Ｄ
Ｃ
が
復
興
の
起
爆
剤
と
し
て
非
常
に
有
効
だ
っ
た

と
、
今
で
も
私
は
自
信
を
も
っ
て
言
え
ま
す
」

官
民
一
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

平
成
23
年
６
月
～
10
月

観
光
課
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

４
月
以
降
、
休
日
を
利
用
し
て
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
人
た
ち
の
た
め
に
、「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
」の
運
行
が
開
始
さ
れ
、
県
は
旅
行
会

社
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
業
務
を
行
う
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
受
入
先
を
つ

な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
業
務
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
者
が
増
え
、
県
だ

け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

る
県
内
及
び
隣
接
す
る
県
外
市
町
村
、
民
間
企
業
・
団

体
等
で
構
成
す
る
組
織
で
、
第
１
回
Ｄ
Ｃ
の
際
の
推
進

組
織
を
前
身
と
し
て
当
該
Ｄ
Ｃ
終
了
後
の
平
成
21
年
３

月
に
設
立
さ
れ
た
。
平
成
25
年
の
第
２
回
の
Ｄ
Ｃ
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
協
議
会
で
会
合
を
重
ね
な
が
ら
事
業

計
画
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
人
た

ち
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
感
謝
を
伝
え
る
か
を
検
討
し

た
結
果
、「
お
も
て
な
し
隊
」を
結
成
し
、メ
ン
バ
ー
を
募

る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

観
光
課
職
員

「
観
光
は
官
民
が
一
体
に
な
っ
て
や
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
行
政
主
導
で
は
な
く
、
協
議
会
の
皆
さ
ん

方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
事
業
計
画
を
立
て
て
い

き
ま
し
た
。
Ｄ
Ｃ
を
他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
こ
と
と
し
て
捉
え
て
も
ら
え
た
、
一
番
大
き
な
効

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「『
お
も
て
な
し
隊
』の
募
集
は
、
と
に
か
く
人
を

取
り
込
む
、
巻
き
込
む
と
い
う
方
針
で
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
が
口
伝
え
で
広
が
り
、
結
局
本
県
の
人

口
２
３
０
万
人
の
う
ち
の
16
万
人
が
『
お
も
て
な
し

隊
』
に
な
る
ま
で
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。
小
中
高

生
や
一
般
の
方
な
ど
、
み
ん
な
が
『
お
も
て
な
し

隊
』
と
し
て
お
客
さ
ん
を
も
て
な
す
と
い
う
形
に
な

っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
た
」

前
回
の
経
験
を
生
か
し
て

平
成
25
年
４
月
～
６
月

第
２
回
仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
開
催

平
成
25
年
春
、「
第
２
回
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
Ｄ
Ｃ
）」が
開
催
さ
れ
た
。
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
は「
笑
顔
咲
く
た
び　

伊
達
な
旅
」で
、「
生

命
が
芽
吹
き
咲
き
誇
る
春
に
、
仙
台
・
宮
城
の
美
し
い

風
物
と
豊
か
な
食
に
出
会
う
旅
」と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

県
内
陸
部
の
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
地
は
も
ち

宮
城
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
と
し

て
、
10
月
１
日
に「
み
や
ぎ
観
光
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー（
拠

点
：
仙
台
市
）」を
設
立
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県

の
沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
地
域
の
復
興
に
関
す
る
情
報

を
、
県
内
外
の
自
治
体
、
教
育
機
関
、
旅
行
会
社
等
に

提
供
し
て
い
る
。

 

観
光
課
職
員

「
全
国
か
ら
、
被
災
地
に
応
援
に
行
き
た
い
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
問
合
せ
が
多
く
、
受
入
先
を

な
ん
と
か
探
せ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
６
月
下
旬

か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
は
、
旅
行
会
社
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
調
べ
て
い
く
毎
日
で
し
た
」

「
そ
の
頃
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
形
に

な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
者

も
多
く
な
り
、
県
庁
だ
け
で
対
応
す
る
の
が
厳
し
く

な
っ
て
い
た
の
で
、『
み
や
ぎ
観
光
復
興
支
援
セ
ン

タ
ー
』
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
震
災
か
ら
10
年
た
っ

た
今
で
も
需
要
が
あ
っ
て
、
続
け
て
い
る
取
組
で

す
」

【
伊
達
な
旅
】復
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
地
域
の
活
力
を
発
信平

成
23
年
７
月
～
９
月

Ｄ
Ｃ
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

宮
城
県
へ
の
観
光
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を 

Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
、
平
成
23
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
す
る

予
定
で
あ
っ
た「
仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】夏
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」を
急
き
ょ
、
平
成
24
年
３
月
ま
で
延
長
。
Ｄ
Ｃ
プ

レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て「
仙
台
・
宮
城【
伊
達
な
旅
】復

興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
た
。
震
災
を
踏
ま
え
て
Ｄ

Ｃ
実
施
前
の
観
光
プ
ラ
ン
を
復
興
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
期
間

延
長
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
県
で
は
、
各

市
町
村
や
地
元
関
係
団
体
と
連
携
し
、
観
光
資
源
を
取

ろ
ん
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
で
も
、
仮
設
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
朝
市
等
、
地
域
の
復
興
事
情
に
合

わ
せ
た
お
も
て
な
し
を
展
開
し
た
。

 

観
光
課
職
員

「
市
町
村
の
皆
さ
ん
も
、
平
成
20
年
の
第
１
回
Ｄ
Ｃ

の
成
功
体
験
を
覚
え
て
い
た
こ
と
が
、
２
回
目
開

催
の
下
地
に
あ
り
ま
す
。
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
、

共
通
の
ベ
ク
ト
ル
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
み
ん
な
が

同
じ
方
向
を
向
け
ま
し
た
。
震
災
の
と
き
に
た
く
さ

ん
応
援
を
い
た
だ
い
た
の
で
、『
あ
り
が
と
う
』
を

全
国
の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
、
全
員

根
底
に
流
れ
て
い
ま
し
た
」

「
Ｄ
Ｃ
で
官
民
が
一
体
に
な
る
、
と
言
っ
て
も
観
光

で
は
官
が
や
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
お
客
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
は
民
間
の

皆
さ
ん
方
で
す
。
市
町
村
や
地
元
の
方
が
観
光
資
源

を
提
供
し
て
く
れ
て
、
県
は
そ
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
て
売
り
込
む
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
中
で
、

き
っ
ち
り
歯
車
が
か
み
合
っ
た
と
思
い
ま
す
」

「
平
成
23
年
に
Ｄ
Ｃ
が
決
ま
っ
た
時
点
で
は
、
震
災

か
ら
２
か
月
後
で
す
か
ら
、
２
年
後
に
本
当
に
が
れ

き
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
ま
さ
か
あ
そ
こ
ま
で
片
付
い
て
、
観
光

客
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
例
え
ば
南
三
陸
町
で
は
『
観
光
な
ん
て

い
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
、
10
年
後
か
も
し
れ
な

い
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
仙
台
の
街
中
も
す

ご
く
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｃ
と
い
う

き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
は
な
っ
て
い
な
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生
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復
興
し
た
経
験
は 

大
き
な
観
光
資
源

平
成
23
年
９
月
～
平
成
24
年
１
月

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
け
入
れ

夏
以
降
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
ツ
ア
ー
が
減
少
し

始
め
た
一
方
、
企
業
や
団
体
等
か
ら
、
被
災
地
を
見
学

し
防
災
に
役
立
て
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
込
み
が
増

加
し
た
。
９
月
に
県
外
の
大
学
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
震
災
学
習
を
兼
ね
て
特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
申
込

み
が
あ
り
、
観
光
学
科
だ
け
で
な
く
様
々
な
学
科
か
ら
、

４
０
０
人
の
学
生
が
２
班
に
分
か
れ
宮
城
を
訪
れ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
観
光
と
教
育
を
融
合

さ
せ
る
取
組
が
始
ま
っ
た
。

県
は
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代
に
被
災
地
を
視
察
し

て
も
ら
う
こ
と
が
防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
と
Ｐ
Ｒ
を

開
始
。
平
成
24
年
１
月
、
元
々
別
方
面
へ
の
修
学
旅

行
が
決
ま
っ
て
い
た
福
岡
県
の
高
校
が
そ
の
行
き
先
を

変
更
し
て
、
宮
城
県
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
く

ま
で
自
由
参
加
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
参
加

し
な
か
っ
た
生
徒
も
交
え
て
討
論
会
が
開
催
さ
れ
る
等
、

学
校
と
し
て
被
災
地
訪
問
に
よ
る
震
災
学
習
が
形
と
な

っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
修
学
旅
行
先
に
宮
城
県

を
選
ぶ
学
校
が
増
え
、
観
光
振
興
に
加
え
、
震
災
伝
承

に
も
寄
与
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

 

観
光
課
職
員

「
大
学
を
中
心
に
、
東
北
に
行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
す
る
と
単
位
を
取
得
で
き
る
と
い
う
学
校
も
出
て

き
ま
し
た
。
県
外
の
大
学
が
授
業
の
一
環
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
被
災
の
経
験
を

語
り
部
か
ら
聞
く
と
い
う
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
大
学
生
か
ら
高
校
生
に
広
が
っ
て
い

き
、
被
災
地
で
し
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
教
育
旅

行
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。
大
き
な
災
害
か
ら
復
興

し
た
経
験
を
伝
え
る
こ
と
は
、
宮
城
の
大
き
な
資
源

い
ま
す
。
震
災
か
ら
10
年
が
た
ち
ま
し
た
の
で
、
そ

の
方
々
は
70
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方

の
生
の
声
を
聞
く
機
会
は
、
い
つ
か
は
限
界
が
く
る

と
い
う
危
機
感
を
も
っ
て
い
ま
す
。
教
育
旅
行
で
も
、

語
り
部
の
話
を
聞
き
た
い
と
い
う
要
望
は
あ
る
の
で
、

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
生

の
声
を
伝
え
ら
れ
る
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う
長
く
は

な
い
の
が
、
今
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

災
害
対
応
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と

観
光
は「
風
」に
左
右
さ
れ
る

 

観
光
課
職
員

「
観
光
は
『
そ
の
と
き
の
風
』
に
左
右
さ
れ
る
商
売

で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
が
西
日
本
だ
と
、

観
光
客
は
西
に
向
か
い
ま
す
。
１
９
８
７
年
の
『
独

眼
竜
政
宗
』
の
と
き
は
宮
城
に
１
２
０
０
万
人
の
観

光
客
が
あ
り
ま
し
た
。
風
評
と
い
う
風
と
、
震
災
の

風
化
と
い
う
風
も
あ
り
ま
す
。
最
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
多
く
の
人
が
き
て
く
れ
ま
し
た
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
こ
な
く
な
る
。
こ

れ
が
震
災
の
記
憶
の
風
化
。『
そ
の
と
き
の
風
』と
風

評
、
風
化
、
こ
の
三
つ
と
戦
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
後
半
の
課
題
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」

教
育
旅
行
へ
の
期
待

 

観
光
課
職
員

「
震
災
直
後
と
比
べ
る
と
、
防
災
学
習
を
取
り
入
れ

た
コ
ー
ス
設
定
や
取
扱
件
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

語
り
部
が
活
躍
す
る
件
数
も
段
々
減
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
コ
ロ
ナ
禍
で
、
修
学
旅
行
は
混
雑
す
る
場

だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
し
、
被
災
地
宮
城
の
使

命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
教
育
旅
行
の
誘
致
に

つ
な
が
っ
て
い
く
一
番
の
き
っ
か
け
で
し
た
」

 

観
光
課
職
員

「
教
育
旅
行
の
誘
致
は
、
福
岡
県
の
高
校
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
ぜ
ひ
仙
台
を
見
て
み
た

い
の
で
案
内
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
連
絡
が
観
光
課

に
入
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が
希
望
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
旅
行
先
を
東
北
に
変
更
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
、
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
被
災

地
の
今
を
見
て
も
ら
う
こ
と
は
、
将
来
生
徒
さ
ん
た

ち
の
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
も
話
し
合
っ
て
、
東
北
に
行
っ
て
み
た
い
と

い
う
形
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
福
島
を
通
過
す
る
こ

と
へ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
の
反
対
意
見
も
出
た
そ
う

で
す
が
、
自
主
参
加
と
い
う
形
で
８
割
を
超
え
る
生

徒
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
教
育
旅
行
を
考

え
る
上
で
、
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
の
が
、
一
つ

大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
教
育
旅
行
の
誘
致
が
、
全
国
規
模
で
の
防
災
、
減

災
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」

語
り
部
を
育
て
る

平
成
24
年
３
月

語
り
部
研
修
会
の
開
催

被
災
者
の
体
験
を
聞
く
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
平

成
23
年
５
月
に
南
三
陸
町
で
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、

沿
岸
市
町
で
は
語
り
部
活
動
が
活
発
と
な
っ
て
い
っ
た
。

県
で
は
、
語
り
部
の
取
組
が
震
災
伝
承
と
観
光
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
、
平
成
24
年
３
月
に
沿
岸
市
町

村
の
行
政
担
当
者
、
語
り
部
ガ
イ
ド
希
望
者
等
を
対
象

に
、
南
三
陸
町
の
取
組
を
体
験
す
る
研
修
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
研
修
を
き
っ
か
け
に
亘
理
町
で
語
り
部
ツ
ア

ー
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、
他
の
地
域
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。

所
を
避
け
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
修
学
旅
行
の
行
き

先
に
被
災
地
を
選
ぶ
ケ
ー
ス
も
多
く
、
宮
城
県
で
は

教
育
旅
行
が
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
は
防
災
学
習
や
教
育
旅
行
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」

観
光
を
フ
ッ
ク
に
地
域
づ
く
り

 

観
光
課
職
員

「
例
え
ば
、
街
路
に
飾
っ
て
あ
る
花
を
も
っ
と
き
れ

い
に
す
れ
ば
、
訪
れ
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
観
光
を
フ
ッ
ク
に
し
た

地
域
づ
く
り
で
す
。
地
域
に
き
て
く
れ
た
人
が
心
地

良
く
帰
る
、
と
い
う
環
境
を
作
り
上
げ
る
の
が
、
地

域
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」

身
近
な
お
も
て
な
し
で
い
い

 

観
光
課
職
員

「
お
も
て
な
し
っ
て
、
み
ん
な
と
て
も
難
し
く
考
え

が
ち
で
す
。
我
々
が
担
当
し
て
い
た
と
き
も
各
地
域

の
お
じ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
が
、『
お
も
て
な
し
っ

て
い
っ
て
も
、
ど
う
や
れ
ば
い
い
の
？
』
と
言
う
わ

け
で
す
。
こ
れ
は
簡
単
で
、『
小
学
生
で
も
幼
稚
園

児
で
も
い
い
の
で
、
バ
ス
が
き
た
ら
手
を
振
れ
ば
い

い
、
そ
れ
が
お
も
て
な
し
な
の
で
す
』。
そ
う
言
う

と
、『
え
、
そ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
？
』
と
い
う
反

応
が
返
っ
て
き
ま
す
。
宮
城
に
く
る
と
み
ん
な
手
を

振
っ
て
く
れ
る
と
か
、
お
花
が
道
路
の
脇
に
植
え
ら

れ
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
簡
単
な
こ
と
を
始
め
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
、
何
か
先
が
見
え
て
く
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」

相
手
は
待
っ
て
く
れ
な
い

 

観
光
課
職
員

「
観
光
業
界
で
は
、『
検
討
す
る
の
で
三
日
時
間
を
く

だ
さ
い
』
な
ん
て
い
う
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
５
分
10

分
で
結
論
を
出
す
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
い
か
な
い
と
、

民
間
や
地
域
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

相
手
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
し
、
時
間
が
た
つ
と
置

い
て
い
か
れ
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
部
分
で
は
非
常

に
苦
労
し
ま
し
た
」

観
光
業
に
正
解
は
な
い

 

観
光
課
職
員

「
職
場
で
は
普
通
だ
と
テ
ー
ブ
ル
に
集
ま
っ
て
、
課

長
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
り
し
ま
す
が
、
観
光
課
で

は
あ
ま
り
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
課
長
が

い
る
と
き
に
隣
に
行
っ
て
、『
こ
ん
な
感
じ
で
進
め

て
い
い
で
す
か
？
』
と
聞
い
て
、『
い
い
よ
、
い
い

よ
』っ
て
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
そ
れ
で
全
部
進
め

て
い
ま
し
た
。
観
光
業
に
は
正
解
が
な
い
の
で
、
地

元
が
了
解
し
て
い
る
な
ら
や
り
な
さ
い
と
い
う
方
針

を
、
課
長
も
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
」

県
が
地
域
を
つ
な
ぐ

 

観
光
課
職
員

「
一
つ
の
自
治
体
だ
け
が
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
も
、

な
か
な
か
誘
客
効
果
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
を

二
つ
三
つ
合
わ
せ
て
や
る
、
県
が
複
数
の
地
域
を
結

び
つ
け
な
が
ら
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
べ
き
で
す
。

磨
き
上
げ
た
観
光
資
源
に
き
て
ほ
し
い
、
と
い
う
地

域
の
人
た
ち
の
思
い
の
、
最
後
の
発
信
者
と
い
う
役

割
を
県
は
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
震
災
前
も
震

災
後
も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

 

観
光
課
職
員

「
発
災
後
１
年
が
経
過
し
た
時
点
で
、
今
回
の
震
災

の
記
憶
や
教
訓
は
後
世
に
語
り
継
ぐ
必
要
が
あ
る
と
、

新
聞
な
ど
で
も
盛
ん
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
南
三

陸
町
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
で
は
元
々
観
光
ガ
イ

ド
が
い
て
、
当
時
の
被
災
状
況
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
そ
の
取
組
は
そ
れ
以
上
な
か
な
か
広
が
ら
ず
、

県
と
し
て
も
語
り
部
は
必
要
だ
と
い
う
認
識
は
あ
っ

た
も
の
の
、
観
光
サ
イ
ド
で
や
る
べ
き
な
の
か
ど
う

か
悩
み
ま
し
た
。
し
か
し
や
は
り
こ
れ
は
必
要
だ
と

判
断
し
、
語
り
部
の
研
修
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

「
沿
岸
部
の
市
町
で
は
、
語
り
部
活
動
を
や
り
た
い

け
ど
取
組
方
が
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
現
状
で

し
た
。
研
修
会
の
周
知
を
す
る
と
き
に
、『
必
ず
行

政
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
条
件
を
付
け
ま

し
た
。
語
り
部
活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
く
れ
ば
、
観

光
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
受
皿
と
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
ま
で
は
行
政
が
窓
口
に
な
ら
な
い
と

続
き
ま
せ
ん
。
自
治
体
と
し
て
、
語
り
部
活
動
に
本

気
で
取
り
組
む
と
い
う
姿
勢
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、

そ
う
い
う
声
か
け
に
し
ま
し
た
」

語
り
部
ツ
ア
ー
の
発
展

平
成
25
年
４
月
～

バ
ス
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ
る
ま
で
に
成
長

語
り
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
に
つ
れ
、
語
り
部
ツ

ア
ー
も
始
ま
っ
て
い
く
。
平
成
25
年
、
亘
理
町
の
語
り

部
の
取
組
が
、
Ｊ
Ｒ
の
び
ゅ
う
バ
ス
ツ
ア
ー
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
初
は
小
さ
な
一
歩
で
始
ま
っ

た
語
り
部
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
は
、
大
手
旅
行
会
社
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

 

観
光
課
職
員

「
亘
理
町
の
行
政
担
当
者
は
、
経
験
の
少
な
い
若
い

職
員
で
し
た
が
、
相
当
が
ん
ば
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

語
り
部
さ
ん
も
が
ん
ば
り
、
そ
の
取
組
が
認
め
ら
れ

て
、
Ｊ
Ｒ
の
び
ゅ
う
バ
ス
ツ
ア
ー
に
組
み
込
ま
れ
ま

し
た
。
そ
こ
で
一
つ
成
功
体
験
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
の
を
積
み
重
ね
て
、
沿
岸
市
町
で
は
語
り

部
な
ど
伝
承
へ
の
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
」

語
り
部
ツ
ア
ー
の
こ
れ
か
ら

平
成
24
年
～
現
在

風
化
の
懸
念
と
高
齢
化
と
い
う
課
題

震
災
か
ら
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
震
災
当
時
の
経

験
や
記
憶
を
語
り
伝
え
る
語
り
部
の
高
齢
化
へ
の
対
応

が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
高
齢
に
よ
る
語
り
部
を
辞
め

る
人
の
増
加
や
、
震
災
の
記
憶
の
風
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
中
、
震
災
伝
承
活
動
を
ど
う
や
っ
て
維
持
し
て
い

く
の
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

観
光
課
職
員

「
あ
る
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、『
皆
さ
ん
に
こ
ん
な
思
い

は
し
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、
私
は
語
り
継
ぐ
の
で
す
。

語
り
継
ぐ
義
務
が
あ
る
の
で
す
』
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が
心
に
ず
ん
と
き
ま
し
た
。

震
災
伝
承
の
取
組
は
、
絶
対
に
し
っ
か
り
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
。
全
国
か
ら
宮
城
に
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
方
々
に
、
語
り
部
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
も
ら
っ

て
、
自
分
の
地
元
に
帰
っ
て
か
ら
家
族
に
そ
の
話
を

し
て
も
ら
う
、
と
い
う
の
が
と
て
も
大
事
だ
な
と
思

っ
て
い
ま
す
」

「
最
初
の
う
ち
は
訪
れ
る
人
の
意
識
が
高
く
て
も
、

ツ
ア
ー
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
、
バ
ス
の

中
で
お
酒
を
飲
ん
で
、
語
り
部
の
話
を
聞
い
て
く
れ

な
い
と
い
う
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
被
災
さ
れ
た
方
に
自
分
の
体
験
を
し

ゃ
べ
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
は
、
か
な
り
つ
ら
い

こ
と
で
し
た
」

「
語
り
部
は
、
大
体
60
代
の
方
々
が
多
か
っ
た
と
思

参
照

記
録
誌
等

・ 

東
日
本
大
震
災
ー
宮
城
県
の
発
災
後
１
年
間
の
災
害
対
応

の
記
録
と
そ
の
検
証
ー（
宮
城
県
総
務
部
危
機
対
策
課
・
平

成
27
年
３
月
）

観光課 観光課 観光課

災
害
対
応
の
経
験
か
ら 

学
ん
だ
こ
と

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

※
所
属
は
本
テ
ー
マ
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
当
時
の
も
の

←ウェブサイトでも
　御覧いただけます

Ⅵ 

産
業
・
生
業
の
再
生


